
京都府：小規模多機能型居宅介護事業所　りんどう

作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

【重点項目への取り組み状況】
【情報提供票より】（平成20年12月15日事業所記入）

7 人

（２）建物概要

5 階建ての 1階 部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円程度

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）登録者の概要

10 名 男性 2 名 女性 8 名

名 名

名 名

名

名 名

年齢 平均 82.2 歳 最低 71 歳 最高 89 歳

（５）協力医療機関

平成21年2月3日 評価確定日 平成21年3月31日
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１日につき、およそ　　　　　　　　　　円　～　　　　　　　　円程度

常勤   2　人,  非常勤 　 5  人,  常勤換算 　4.0　 人

協力医療機関名
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済生会京都府病院　長岡病院　いなぶ歯科医院

要介護４

近所の人から花をもらったり、事業所の前に幼稚園の送迎バスがくるので、園児のお母
さんたちと会話したり、散歩や買い物のとき挨拶を交わしている。宗教歌のコーラス、マ
ジックショー、創作舞踊等の事業所で行う行事に近隣住民を招待し参加してもらってい
る。市内で実施される文化祭や展示会には利用者は見に行っている。中学生の体験
学習を受け入れ利用者も一緒に避難訓練したり、五目並べしたりした。

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

昨年の評価で指摘された点として、地域住民との交流や行事への参加、季節の行事や
毎日の散歩などの外出、災害対策の充実などが改善されている。

今回の自己評価は職員全員に記入してもらっている。評価の意義については職員に
理解を求めている。

家族からの苦情として、職員の心ない言葉、衣類の間違い、外出を増やしてほしい、泊
まりや通いを増やしてほしい等が寄せられている。利用のニーズには職員数が少ない
ためここまでしかできないと説明している。その他については職員との話し合いをし、利
用者や家族に説明及び謝罪をし、納得してもらっている。

［小規模多機能型居宅介護用］

2009年3月31日

2693000032

650

650300

社団法人京都ボランティア協会

１．　評 価 結 果 概 要 表

平成　19　年　4　月　1　日

訪問調査日

長岡京市高齢介護課職員、地域包括支援センター職員、近くの老健事務長、民生委員等がメン
バーとなり、3カ月に1回開催され、議事録が残されている。事業所からフランクに現状報告し、メン
バーから活発に意見が出されている。利用者や家族からは予めアンケートで希望を聞いており、
外出希望が多かったので取り組むなど、改善している。利用者・家族の参加が期待される。

長岡京市の南部、サントリー京都工場、恵解山古墳、大阪成蹊大学芸術学部などに近い住宅街のマ
ンションの1階を事業所にしている。玄関の全面ガラスドアに「りんどう」と書き、観葉植物の鉢を置いて
いる。内部はかなり広く、バリアフリーになっている。居間兼食堂には台形を組み合わせたテーブルと椅
子やソファが置かれ、書の額、名画等を飾り、家庭的な柔らかさをだしている。キッチンもゆったりとし、
大きな食器棚、冷蔵庫が置かれている。阪神大震災や中国での植樹などのボランティア活動をしてき
た西山浄土宗の僧侶がＮＰＯ法人を立ち上げて開設した事業所である。老健などの勤務経験が長い
管理者はこの事業所が双肩にかかっており、孤軍奮闘している。やわらかい人柄でまじめ、情報収集
や勉強に熱心であり、職員もまじめで利用者本意に徹しているので、利用者からの信頼は厚い。現場
では最大限に努力がなされているので、法人としては介護サービスは人の力が重要だと認識し、手厚
い職員配置、良好な職員待遇、職員研修の実施によりやりがい感を醸成し、レベルの高い職員を育成
することが求められる。
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宿泊費（１泊）

食材料費

事業所番号

事業所名

所在地
　(電話番号）

評価機関名

建物構造
鉄琴コンクリート造り

特定非営利活動法人　竹林精舎

小規模多機能型居宅介護事業所　りんどう

法人名

〒617-0837　京都府長岡京市久貝2丁目15番17号　電話　075-953-
7113

（１）組織概要

所在地 京都市下京区河原町五条下る東側　ひと・まち交流館　京都1階

要介護１

その他日常生活にお
いて必要な費用

登録人数

開設年月日

職員数
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京都府：小規模多機能型居宅介護事業所　りんどう2008

２．　評 価 結 果 ( 詳 細 ）

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

1

パンフレットに法人の理念として「利用者の主体性のある生活の支
援、共に生きる姿勢、介護の知識や技術の向上、地域社会との交
流」の4点が書かれており、事業所内にも掲示されている。これは法
人を立ち上げ、当事業所を開設するにあたって、当時の職員がみん
なで決めたものである。パンフレットは市役所や地域包括支援セン
ター等へ配布し、地域への理解を図るとともにホームページにも掲載
している。

85

長岡京市高齢介護課職員、地域包括支援センター職員、近
くの老健事務長、民生委員等がメンバーとなり、3カ月に1回
開催され、議事録が残されている。事業所からフランクに現
状報告し、メンバーから活発に意見が出されている。利用者
や家族からは予めアンケートで希望を聞いており、外出希望
が多かったので取り組んでいる。利用者・家族の参加が期待
される。

2

２．地域との支えあい

74

今回の自己評価は職員全員に記入してもらっている。
評価の意義については職員に理解を求めている。昨年
の評価で指摘された点として、地域住民との交流や行
事への参加、季節の行事や毎日の散歩などの外出、
災害対策の充実などが改善されている。

53

近所の人から花をもらったり、事業所の前に幼稚園の送迎バスがくる
ので、園児のお母さんたちと会話したり、散歩や買い物のときに挨拶
を交わしている。宗教歌のコーラス、マジックショー、創作舞踊等の事
業所で行う行事に近隣住民を招待し参加してもらっている。市内で
実施される文化祭や展示会には利用者は見に行っている。中学生
の体験学習を受け入れ利用者と一緒に避難訓練したり、五目並べし
たりした。

1

2

開設当時から職員が入れ替わっているが、管理者は職
員の新採用時のオリエンテーションで理念を説明し、
迷ったときはこの理念に立ち返ることを指示している。
職員は生活経験から生き方をしっかりもっているが、介
護の仕事の「主体性」という点をさらに向上させたいと
考えている。

取り組みを期待したい項目

1 社団法人京都ボランティア協会2008



京都府：小規模多機能型居宅介護事業所　りんどう2008

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービ
スの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

4．理念を実践するための体制

2011

長岡京市が中心となって小規模多機能型居宅介護事
業所の連絡会がつくられており、3カ月ごとに集まり、管
理者は情報交換と研修などをおこなっている。それ以
外にも4事業所が行事をするときには知らせあい、利用
者とともに職員が相互に参加するようにしている。

小規模多機能型居宅介護事業所の特性を踏まえ、利用
者にとって馴染みの職員が必要不可欠であることを配慮
し、法人として人を大事にする基本方針を立て、待遇に配
慮することが求められる。家族からも辞めないでほしいとい
う声がある。

18

５．人材の育成と支援

10

法人に1事業所であり、開設2年で時間的余裕がなく、
内部研修は実施されていない。小規模多機能型居宅
介護事業所管理者研修を2人が受講、ケアマネジャー
研修にも参加している。ほとんどの職員は研修ができて
いない。

○

介護は人の力で行われるものであり、事業所のサービスは
職員のレベルで規定される。職員には認知症、緊急対
応、感染症等の研修は欠かせない。研修計画を作成し、
実施することが望まれる。外部研修受講の際は法人とし
て、交代要員の配置は当然として、交通費、受講料等を
負担することが求められる。

9

開設2年、まだ職員体制が落ち着いているとは言いがたい状
況がある。昨年も退職があり、新規採用をしているがパート職
員である。管理者は馴染みの関係はつくりにくいと考えてい
る。利用者と話をする時間、一緒にいる時間を増やすようにし
ている。離職を防ぐ工夫としては管理者は職員の話を十分聞
くようにしている。

19

○

管理者兼ケアマネジャーとして、利用者の情報を携え、利
用者宅を訪問し、家族とも情報交換することが望まれる。

15

14

8

家族からの苦情として、職員の心ない言葉、衣類の間違い、
外出を増やしてほしい、泊まりや通いを増やしてほしい等が
寄せられている。利用のニーズには職員数が少ないためここ
までしかできないと説明している。その他については職員との
話し合いをし、利用者や家族に説明及び謝罪をし、納得して
もらっている。

7

利用者の利用のたびごとに在宅療養手帳に、バイタル、食
事、入浴、特記事項等を記入し、家族に報告しているが、家
族のサインはない。送迎の際の情報交換が中心になってお
り、広報誌や家族への便り等はない。家族が遠くに住んでお
られても支払いに来られたときに話をしている。ケアマネ
ジャーとしての毎月の訪問は行われていない。

○

96

長岡京市高齢介護課の担当者とは、運営推進会議への出
席、小規模多機能型居宅介護連絡会の参加等のほか、法令
遵守のこと、制度のことなど、日常的にも情報交換している。
地域住民への介護相談、認知症ケアの講演会等を市の開催
により、講師として地域貢献することが期待される。

2 社団法人京都ボランティア協会2008



京都府：小規模多機能型居宅介護事業所　りんどう2008

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合は、
本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即
した新たな計画を作成している

Ⅱ．安心と信頼の向けた関係づくりとその対応

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

　2．本人がより良く暮らし続けるためのケアマネジメント

3615

利用者と家族には管理者と看護師が面接し、家族構成、住宅見取り
図、医療情報、介護保険サービス利用状況等を収集し、アセスメント
し、記録に残している。利用者や家族の意向、主治医の意見等をふ
まえて仮の介護計画を作成し、1カ月後くらいに職員の意見を入れ、
確定の介護計画を作成している。上記の生活歴や好きなことなどを
反映した介護計画になっている。

3314

4人兄弟の長女として生まれ、2人の弟は戦争で亡くなったこと、実家
は郵便局で子どものときから琴を習い、女学校卒後花嫁学校にも2
年行ったこと、その後結婚、夫は一流企業勤め、結婚生活は新潟で
スタートし、亀岡市、長岡京市と移り住んできたこと、教育熱心で3人
の子どもたちは有名な私学に通わせ、一流企業勤務や栄養士など
になっていること等々、利用者の生活歴と趣味、得意なことなどをて
いねいに聞き取り、記録に残している。

2612

利用の前には必ず見学をしてもらっている。見学して利
用を決めた人も多い。利用が始まると、早く馴染んでも
らうためには生活歴を詳しく聞き、それを話題にし、聞
き手になり、会話を発展させている。利用することによ
り、この事業所で友だちになった人もあり、家に帰って
も訪問しあったりされている。

3716

利用者の支援経過は、ケアマネジャーとしての経過記録、職員が書
く介護記録、職員の意見を聞き、ケアマネジャーが書いている毎月
のモニタリングシートが残されており、状態変化がなくても半年後に
は見直しの検討をしている。介護記録が介護計画の項目に沿ったも
のではなく、モニタリングの根拠となっていない。カンファレンス会議
は随時実施しているが記録に残されていない。

○

2713
利用者とはさまざまな人間関係があり、本音と建前の違
う京都人とか、思い出話はほんとうに言いたいことなの
かとか、人間を見る目を教えられている。

利用者の利用ごとの介護記録は介護計画の項目にそって、実
施したかどうか、その結果利用者の言葉や表情はどうであった
か、実施できなかったときはその理由、とくに利用者のケア拒否
については介護職員として考察したこと等々を書くことが求めら
れる。またカンファレンス会議は定期的に開催し、職員の意見等
を記録に残すことが介護のレベルアップにつながると思われる。

3 社団法人京都ボランティア協会2008



京都府：小規模多機能型居宅介護事業所　りんどう2008

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いをし
ていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

３．多機能性を活かした柔軟な支援(事業所及び法人関連事業の多機能性の活用）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援との協働

4719

利用者や家族と将来の暮らしについては話し合ってい
るが、ターミナルケアについての確認はしていない。明
文化された方針もない。職員は最期までお世話したい
という気持ちはもっている。

○
事業所として、ターミナルケアについての方針を明文化す
ること、そのために職員がみんなで話し合うこと、利用者や
家族とも十分に話し合い、どのような最期を希望されてい
るのかを聞くなどの意向確認をすることなどが求められる。

5020

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

法人として十分な職員を配置し、登録者が通い、泊まり、
訪問について、ニーズがあれば対応できるように準備する
ことが求められる。

4318

利用者のかかりつけ医の受診は家族にお願いしている
が、在宅療養手帳により事業所の情報を提供してい
る。医師とは直接あったり、電話などで情報交換してい
る。歯科医は隣の医院に協力をお願いしている。認知
症専門医との連携がないので、今後期待される。

3917

利用者のニーズによって通いや泊りにたいして臨機応
変に対応しようとしているが、通いや泊まりを増やしてほ
しいという希望があってもここまでしかできないと話して
いる。。理容店、美容店は近くにあり、利用者をお連れ
している。社協の配食の利用を支援している。

○

5221

小規模多機能型居宅介護事業所として、利用者の
ニーズに臨機応変に対応している。通いの時間も、朝
は8時半から来るひともあり、11時くらいに来る人もい
る。帰りは昼食後1時に帰る人から5時くらいに帰る人な
ど、さまざまである。1度帰ってまた来る人もいる。夕食
を食べて帰る人もいる。

宿泊室はアコーディオンカーテンになっており、施錠は
できない。職員は許可がなければ入らないようにしてい
る。トイレも施錠できないが、職員は介助の必要がない
限り、入らない。トイレ誘導の声かけには注意している。

4 社団法人京都ボランティア協会2008



京都府：小規模多機能型居宅介護事業所　りんどう2008

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入
浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみご
と、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

（2）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24

笛を吹く、絵を描く、書を書く、編物、パッチワーク、道
具箱を持ってきて工作をする、自転車のパンクを修理
する、掃除機の袋を交換する、時計を修理する、ストー
ブを修理する等々、利用者が今までしていたことででき
ることをお願いしている。

5723
一人の利用者にとって週3回を支援している。1日に6～
7人の入浴を支援しているが、時間帯は利用者の希望
に添っている。マンツーマンの同性介助である。

59

6626
表玄関はチャイムをつけており、施錠されていない。駐
車場に出る裏口は、ドアの開閉の音に注意しており、
施錠されていない。

火災に関して消火器、感知器を備え、防火管理者の設
置、消防計画の作成が行われている。お茶や食品、ゼ
リー等の備蓄を準備し、避難訓練は実施している。夜
間想定の避難訓練を実施すること、地域との災害の際
の協力の話し合いをすることなどが期待される。

7127

25

気候の良い時期は毎日のように散歩や買い物に出かけている。ドラ
イブも週に1回くらい出かけている。勝竜寺城への花見、小倉神社、
長岡天満宮のつつじ、光明寺のもみじ、宝寺、楊谷寺、神足ふれあ
い町家、小倉山荘、神足神社等々、毎月のように出かけている。紅
葉で全国的にも有名な光明寺は母体の法人でもあり、何度もお連れ
して、利用者の評判は良い。利用者の希望による買い物には平和
堂、イズミヤ、生協等に出かけている。

（4）安心と安全を支える支援

61

5422

近くの老健から運んできた献立を盛り付けている。事業
所の調理台は高く、利用者が使いにくい。食卓を拭い
たり、配膳などを利用者はしている。野菜を差し入れて
もらったときに1品を作ったり、小豆でぜんざいをつくる
など、おやつの手作りはしている。
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京都府：小規模多機能型居宅介護事業所　りんどう2008

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

8129

8330

居室は洋室であり、絨毯が敷かれているが、畳を敷い
ている部屋もあり、電気絨毯を設置している。ベッド、タ
ンス、テレビ、押入れがあり、時計、カレンダー、椅子、
座り机などを置いている。利用者が宿泊する場合は使
い慣れたものを持ち込んでいる。

77

献立のカロリー値と栄養バランスについては点検されて
いる。食事摂取量の毎回の記録はないものの、少ない
場合は特記事項で書いている。水分摂取量は記録が
ないが、高齢者の体調に及ぼす水分の影響の強さを
考え、記録に残すことが期待される。

（１）居心地のよい環境づくり

2．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

5階建てマンションの1階を事業所としており、入り口におおきく「りん
どう」と明示している。玄関土間には観葉植物の鉢がおかれ、ドアを
開けると居間兼食堂である。食卓と椅子、ソファなどが置かれ、壁に
は立派な書、名画、タピストリーが掛けられている。利用者の描いた
絵も貼ってある。キッチンは対面式であり、大きな食器棚、冷蔵庫、Ｉ
Ｈ調理器がある。室内はやわらかく、暖かい雰囲気である。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援
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